
大
日
堂
修
復
の
一
助
に

な
れ
ば
と
始
め
た
閻
魔
詣

で
す
が
、
今
年
も
例
年
通

り
八
月
十
六
日
に
開
催
の

予
定
で
す
。

閻
魔
詣
と
は
、
昔
か
ら
、

お
盆
の
最
終
日
の
八
月
十

六
日
に
は
地
獄
の
釜
の
ふ

た
が
開
き
、
罪
人
が
責
め

を
免
れ
る
と
伝
え
ら
れ
、

閻
魔
様
を
お
参
り
し
、
無

病
息
災
、
延
命
長
寿
の
祈

願
を
す
る
日
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
年
の
閻
魔
詣
で
は
、

夕
方
六
時
頃
か
ら
「
は
だ

の
ふ
る
さ
と
大
使
」
で
秦

野
市
出
身
の
、
春
風
亭
一

左
師
匠
に
よ
る
落
語
会
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
落

語
の
演
目
は
、
現
時
点
で

は
未
定
で
す
が
、
閻
魔
詣

に
ち
な
ん
だ
落
語
に
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。
（
関
連
記
事
・

こ
の
紙
面
、
左
下
の
囲
み
）

ま
た
、
毎
回
行
な
わ
れ

て
い
る
閻
魔
詣
に
ち
な
ん

だ
「
紙
芝
居
」
で
す
が
、

今
年
も
開
催
予
定
で
す
。

こ
の
「
紙
芝
居
」
を
鑑
賞

し
て
か
ら
閻
魔
堂
に
行
く

と
、
閻
魔
大
王
様
か
ら
特

別
な
ご
加
護
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
（
開
催
場

所
は
、
昨
年
と
は
変
更
の

予
定
）

と
こ
ろ
で
、
仁
王
門
が

閉
鎖
さ
れ
て
い
る
為
、
大

日
堂
の
境
内
へ
の
入
り
口

は
、
昨
年
よ
り
仁
王
門
の

右
脇
の
道
路
を
通
る
ル
ー

ト
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

仁
王
門
の
修
復
工
事
が
終

わ
り
ま
し
た
ら
、
元
の
ル
ー

ト
に
戻
し
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

閻
魔
詣
に
夕
闇
の
迫
る

頃
、
皆
様
か
ら
ご
寄
付
頂

い
た
提
灯
に
灯
が
入
り
、

境
内
は
幻
想
的
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
す
。
夏
の
思

い
出
作
り

に
ご
家
族

で
是
非
ご

来
場
下
さ

い
。
お
待

ち
し
て
い

ま
す
。
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今
年
の
閻
魔
詣
に
は
、

落
語
家
の
春
風
亭
一
左
師

匠
の
落
語
会
を
、
師
匠
の

後
援
会
（
後
援
会
会
長
・

石
庒
庵
店
主
の
石
井
貞
男

氏
）
の
方
々
の
お
か
げ
で
、

開
催
し
て
い
た
だ
け
る
事

に
な
り
ま
し
た
。
開
演
時

間
は
、
午
後
六
時
（
終
了

七
時
）
の
予
定
で
す
。

春
風
亭
一
左
師
匠
は
、

秦
野
市
出
身
の
「
初
」
の

落
語
家
で
す
。

昭
和
五
四
年
生
ま
れ

秦
野
市
立
西
小
学
校
、

秦
野
市
立
西
中
学
校
、

県
立
伊
志
田
高
校
・
武

蔵
工
業
大
学
中
退
に
て
、

平
成
十
六
年
十
一
月
に
、

春
風
亭
一
朝
に
入
門
、

令
和
二
年
三
月
に
、
真

打
ち
に
昇
進
。
ま
た
、
同

時
に
秦
野
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目

的

と

し

て

創

設

さ

れ

た

「
は
だ
の
ふ
る
さ
と
大
使
」

に
も
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
ど
ん
な
落
語

を
聞
か
せ
て
頂
け
る
の
か
、

い
ま
か
ら
楽
し
み
で
す
。

皆
様
も
是
非
、
ご
来
場

い
た
だ
き
、
師
匠
の
落
語

を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

春
風
亭
一
左
師
匠
の
落
語
会

＝
午
後
六
時
～
七
時
＝
（
予
定
）

今 年 も八 月 十 六 日 に 開 催

春風亭一左師匠の落語も

閻魔詣

閻 魔 大 王 （ 江 戸 時 代 作）

【 閻 魔 詣 】

夏の夜の思い出を閻魔詣で

開催時間：午後一時～八時（予定）、駐車場あり

はだのふるさと大使

今年も提灯に加え、のぼり旗

のスポンサーも募集しています。

お申込みは事務局まで

昨年は大日堂本堂の中で紙芝居

秦
野
市
出
身

春
風
亭
一
左
師
匠略

歴

7月 7日：月例一般公開
9:00～15:00

8月 ４日：月例一般公開
9:00～15:00

16日：閻魔詣
13:00～20:00

9月 １日：月例一般公開
9:00～15:00

10月 ６日：月例一般公開
9:00～15:00

11月 1日～ 5日（予定）：
特別公開 10:00～15:00

1２月 1日：月例一般公開
9:00～15:00

1月 1日：元旦公開
9:00～15:00

≪大日堂≫ これからの
特別・一般公開予定

昨年は着物姿の参拝者も

落

語

会

を

開

催

紙

芝

居

、

例

年

通

り

道
順
は
昨
年
と
同
じ

仁王門脇の道路を通って境内へ



痛
み
の
激
し
い
仁
王
門
と

同
様
、
一
刻
も
早
い
修
復
作

業
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
大

日
堂
本
堂
で
す
が
、
昨
年
か

ら
行
っ
て
い
る
、
新
井
財
団

か
ら
の
助
成
金
と
皆
様
方
か

ら
の
ご
寄
付
を
使
っ
た
縁
周

り
の
修
復
工
事
が
無
事
、
終

了
し
ま
し
た
。

実
際
の
作
業
は
、
伊
勢
原

の
宮
大
工
、
（
有
）
内
田

工
務
店
に
て
、
昨
年
十
一
月

九
日
か
ら
縁
側
の
板
を
外
す

作
業
を
行
い
、
そ
の
後
、
縁

側
を
支
え
て
い
る
柱
や
横
木

な
ど
土
台
の
部
分
も
撤
去
し
、

再
度
縁
側
を
元
に
戻
す
作
業

を
行
い
、
本
年
の
二
月
末
で

修
復
工
事
を
終
了
し
ま
し
た
。

傷
み
の
激
し
い
部
分
は
削
っ

て
新
し
い
部
材
を
足
し
た
り

す
る
の
で
す
が
、
さ
す
が
に

傷
み
が
激
し
い
部
分
が
多
く
、

新
し
い
部
材
に
全
て
取
替
え

た
場
所
が
多
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
工
事
完
了
時
は
、

古
い
部
材
と
新
し
い
部
材
の

色
味
が
違
っ
て
、
多
少
違
和

感
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
日

数
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
違
和

感
も
減
り
、
良
い
感
じ
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
縁
周
り
の
修
復
工

事
が
終
了
し
た
大
日
堂
本
堂

で
す
が
、
専
門
家
に
見
て
頂

い
た
と
こ
ろ
、
屋
根
の
現
状

は
、
屋
根
瓦
が
い
つ
落
ち
て

き
て
も
お
か
し
く
な
い
危
険

な
状
態
と
の
事
。
確
か
に
、

既
に
西
側
の
屋
根
の
一
部
に

は
、
瓦
が
落
ち
た
所
が
確
認

で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
安
全
確
保
の
為
、

本
堂
の
周
り
に
杭
を
打
ち
ロ
ー

プ
を
張
っ
て
、
屋
根
の
軒
下

に
は
立
ち
入
れ
な
い
様
に
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
仁
王
門
に
続

き
大
日
堂
本
堂
の
屋
根
も
早

急
な
修
復
が
必
要
な
状
況
と

判
明
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

修
復
に
必
要
な
資
金
が
十
分

な
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

皆
様
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
日
堂
本
堂
の
左
手
前
、

枝
垂
れ
梅
の
前
に
、
今
回
の

修
復
事
業
の
為
に
ご
寄
付
を

頂
い
た
方
々
に
感
謝
の
意
を

込
め
て
、
お
名
前
を
書
き
入

れ
て
掲
示
さ
せ
て
頂
く
、
芳

名
板
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
芳
名
板
に
は
、
ご
寄

付
三
万
円
以
上
で
『
蓑
毛
大

日
堂

二
王
像
・
仁
王
門
修

復
寄
付

ご
芳
名
記
入
用
紙
』

等
で
ご
芳
名
の
掲
出
に
同
意

さ
れ
た
方
の
み
、
そ
の
お
名

前
を
順
次
掲
示
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

昨
年
の
五
月
、
二
王
像
が

修
復
の
為
、
仁
王
門
か
ら
搬

出
さ
れ
、
現
在
、
明
古
堂
の

明
珍
先
生
の
元
で
修
復
を
し

て
頂
い
て
い
ま
す
。

で
す
が
、
仁
王
門
に
続
き

大
日
堂
本
堂
の
修
復
も
急
務

と
な
り
、
三
年
後
、
二
王
像

が
お
帰
り
に
な
る
ま
で
に
は
、

何
と
か
両
建
物
の
修
復
を
終

わ
ら
せ
た
い
、
と
願
っ
て
い

ま
す
が
、
資
金
的
に
余
裕
は

な
く
、
皆
様
の
ご
支
援
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

☆はだの大日堂保存会 ホームページ

--> http://www.minoge-bunka.org

--> 検索サイトから

「はだの大日堂保存会」で検索

☆お問い合わせ メールアドレス

--> info@minoge-bunka.org

☆お問い合わせ 電話番号

--> 0463(81)3528

（事務局 宝蓮寺内）

ご
案
内
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縁

周

り

工

事

終

了

大日堂の修復の為に、皆様からの
ご協力をお願いします。

お陰様で今年度上半期(1/1～6/30)
には、修復基金として、1,318,400
円のご寄付を頂く事ができました。

これも皆様の温かいご支援とご理
解のお陰です。ありがとうございま
す。

修復資金のご協力は、下記へお振
込み下さい。お願いいたします。

＜横浜銀行＞
【支店名】秦野支店【店番号】６６１
【預金種目】普通預金
【口座番号】６２３０５６０
【口座名義】特定非営利活動法人

はだの大日堂保存会

大
日
堂
本
堂

縁
側
の
板
を
交
換

土
台
の
柱
も
交
換

現

在

の

大

日

堂

の

状

況
右の写真の落ちた屋根瓦

＝
屋
根
が
危
険
な
状
況
＝

大日堂本堂の周りにロープを張った

芳名板を大日堂本堂左手前に

屋根瓦が落ちて隙間が

「
は
だ
の
大
日
堂
保
存
会
」
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

芳
名
板
を
設
置


